
つくば市中心部におけるヒートアイランド現象の分析 
茨城県立並木中等教育学校 軽辺 凌太(6 年次) 

はじめに 
つくば市に焦点を置き，気温分布と土地利用の

関係を研究し，市内の広範囲において定置観測を

行った結果，つくば市中心部においてヒートアイ

ランド現象が発生していることがわかったが，特

徴を見出せなかった。これまでの研究から、定置

観測と移動観測は土地利用と気温の関連性を見

るのに適していることがわかっている。また、先

行研究から移動観測は強制通風筒を用いること

で、高精度な観測を行うことができることがわか

っている。そこで，今年度は定置観測と，観測機

器に強制通風筒を用いた移動観測を行うことで，

土地利用が気温にどれだけ影響するのかを探る

ことを目的とした。 

研究等の方法 
・定置観測 

 つくば市内の小中学校 9校の百葉箱に気温測定

用データロガーを設置し，気温を測定し，半径

200・500・1000・2000m 圏内の土地利用 (田，そ

の他の農用地，森林，荒地，建物用地，道路，そ

の他の用地，河川地及び湖沼，ゴルフ場)の割合

との関係性を調べた。 

・移動観測 

自転車に強制通風筒付きの温度計をとりつけ， 

10秒間隔で気温・位置情報を測定し，データを気

温分布図に表した。 
結果・考察 
表から，森林は，特に 500mバッファにおいて，

強い負の相関があることがわかった。そのスケー

ルにおいて，気温を下げることに関して強い影響

を与えると考えられる。 

建物用地は，特に 500m バッファにおいて，強

い正の相関があることがわかった。そのスケール

において，気温を上げることに関して強い影響を

与えると考えられる。 

 

 

 

 

・移動観測 

強制通風筒を用いることで，精度の高い観測を

行うことができた。また，図から気温が低い地点

の周辺には，森林や農用地が多いことがわかった。

森林は気温を下げる効果があると考えられる。一

方，気温が高い地点の周辺には建物用地が多いこ

とが分かった。建物用地は気温を上げる効果があ

ると考えられる。 

 

おわりに 

定置観測の結果から，バッファの影響を考える

ことで，特に 500mバッファで森林と建物用地が

気温に対して影響が大きいことがわかった。移動

観測の結果から，強制通風筒を用いることにより，

精度の高い観測を行うことができた。移動観測に

用いる通風筒としては，自然通風筒ではなく，強

制通風筒を用いることが望ましいといえる。また，

都市スケールにおいては，500mバッファの建物用

地と森林が気温に対して敏感に影響することに

より，気温変化をもたらすと考えられる。街区ス

ケールでは大きな気温の差はないが，街路樹があ

ることにより，少なからず気温を下げることに貢

献しているのではないかといえる。 
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バッファ 田 
その他の

農用地 
森林 

その他の

用地 
建物用地 

200ｍ 0.215 -0.650* -0.698* -0.183 0.638* 

500ｍ 0.152 -0.593* -0.748** -0.084 0.730** 

1000ｍ -0.228 -0.515* -0.594* 0.176 0.659* 

2000ｍ -0.437* -0.447* -0.263 0.391 0.537* 

表 各バッファにおける土地利用と日最低気温の関係 

ただし，数字右横の*は相関係数が±0.4～±0.7(相関

がある)，**は相関係数が±0.7～(強い相関がある)
とした。 
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図 2日間の都市スケールにおける気温分布の合成図 


